
　

現
在
、
庄
屋
の
息
子
が
「
小
日
本
」
と
言
い
得
た
菊
川
盆
地

は
、
小
日
本
平
野
と
も
呼
ば
れ
、
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
山
口
県
下
で
も
最
も
早
い
時
期
に
耕
地
整
理
が
施
さ
れ

て
き
た
。
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
排
水
と
田
区
改
正

を
行
っ
た
地
区
も
あ
る
と
い
う
が
、
公
式
資
料
に
は
明
治

三
十
五
年
の
大
規
模
な
事
業
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

四
十
五
年
発
行
の
『
菊
川
町
史
』
に
残
る
古
老
の
話
で
は
、
明

治
の
頃
す
で
に
「
耕
地
整
理
に
あ
わ
せ
て
、
農
地
の
中
に
縦
横

に
農
道
を
設
け
た
」
こ
と
で
、「
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
使
え
る

素
地
を
作
っ
た
功
績
は
大
き
い
」
と
い
う
。
明
治
後
半
か
ら
農

道
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
「
小
日
本
」
の
姿
が
変
貌
し
て
い
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
つ
の
棚
田
物
語

　

一
方
、
菊
川
盆
地
で
耕
地
整
理
が
進
ん
だ
明
治
後
半
以
降
、

町
内
山
間
部
の
奥
地
で
精
巧
な
石
積

み
棚
田
が
新
た
に
誕
生
し
て
い
る
。

　

杢
路
子
の
一
つ
東
側
の
谷
、
歌う
た

野の

川が
わ

の
上
流
に
あ
る
歌
野
大
野
原
地
区

の
棚
田
だ
。
こ
こ
は
「
明
治
の
終
わ

り
か
大
正
初
期
に
か
け
て
四
国
か
ら

招
い
た
石
工
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ

た
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
歌
野
大
野
原
地
区
の
棚
田
」
は
、

教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
大

小
十
数
段
あ
り
、
と
く
に
下
四
段
の

田
ん
ぼ
は
大
き
く
、
一
番
大
き
い
最

下
段
は
一
一
五
m
×
二
〇
m
あ
り
、

石
垣
の
高
さ
は
優
に
三
m
を
越
す
と

い
う
。
石
積
み
技
術
は
高
い
。
と
く

に
、
石
垣
に
施
さ
れ
た
足
場
は
見
事
だ
。
高
く
垂
直
に
近
い
石

垣
の
法
面
ゆ
え
、
中
ほ
ど
に
長
い
石
を
組
み
込
み
突
き
出
さ
せ
、

石
垣
法
面
を
歩
け
る
よ
う
横
一
列
に
足
場
が
並
ぶ
。

　

さ
ら
に
、
石
積
み
の
暗
渠
も
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

少
し
で
も
広
い
良
田
を
造
ろ
う
と
築
か
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
。

　

高
い
技
術
を
誇
る
石
積
み
棚
田
だ
が
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
長

い
時
間
が
経
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
棚
田
の
中
を
は
じ
め
、

周
辺
に
は
シ
カ
の
糞
が
び
っ
し
り
落
ち
て
い
る
。

　

こ
こ
、
歌
野
川
上
流
地
区
は
、
歌
野
ダ
ム
建
設
（
一
九
八
〇

年
竣
工
）
に
合
わ
せ
人
々
が
離
村
し
た
と
こ
ろ
だ
。
現
在
、
地

区
に
唯
一
残
っ
て
い
た
か
や
ぶ
き
の
古
民
家
が
再
生
さ
れ
、
地

元
N
P
O
に
よ
っ
て
体
験
や
そ
ば
料
理
の
交
流
拠
点
と
し
て
保

存
活
用
さ
れ
て
い
る
（「
歌
野
清
流
庵
（
登
録
有
形
文
化
財
）」）。

　

石
積
み
棚
田
は
、
こ
の
古
民
家
か
ら
さ
ら
に
上
流
、
人
っ
子

一
人
い
な
い
山
の
奥
へ
ま
さ
に
水
源
を
た
ど
る
よ
う
に
山
道
を

登
っ
た
先
に
あ
る
。
こ
こ
を
知
る
者
は
地
元
で
も
多
く
は
い
な

い
。
だ
が
、
田
の
中
の
低
木
を
伐
採
し
た
跡
も
あ
り
、
農
道
の

草
も
刈
ら
れ
、
歩
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
見
事
な
石
積
み
が

今
な
お
圧
倒
的
な
存
在
感
を
誇
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
人

の
手
が
か
ろ
う
じ
て
ま
だ
入
っ
て
い
る
気
配
が
あ
っ
た
。

　

馬
の
背
の
よ
う
な
地
形
を
持
つ
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
半
径
数

㎞
ほ
ど
の
小
さ
な
エ
リ
ア
に
、
急
峻
な
山
地
と
平
坦
地
の
物
語

が
共
存
す
る
。
そ
ん
な
日
本
の
地
形
の
特
徴
が
生
ん
だ
民
話
、

「
小
日
本
」
を
通
し
、
日
本
人
が
脈
々
と
受
け
継
ぐ
豊
穣
な
る

土
地
へ
の
憧
憬
と
願
い
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

〈
注
〉

＊ 『
小
日
本
昔
ば
な
し
』（
平
成
五
年
菊
川
町
教
育
委
員
会
発
行
）
内
「
小
日
本
」、

『
菊
川
町
史
』（
昭
和
四
十
五
年
発
行
）
内
「
民
話　

杢
路
子
噺
」
等
を
も
と

に
作
成

地元の農産物直売所「小日本ふるさと市」。人々が地場産
の野菜などを求め賑わう。夕方、店に入るとほとんど売
り切れだった

堅牢な石積みが残る「歌野大野原の
棚田」。地主は 1戸のみとか。かつ
てボランティアで草刈りなどを行っ
た経緯もあるが、行政の協力がなく
続かないのだと聞いた。その少し下
流にある「歌野清流庵」は、NPO「歌
野の自然とふれあう会」が 築約140
年の古民家を山口大学とともに 3年
かけて修復し交流拠点として活用

菊川盆地。菊川平野、小日本平野ともいう。標高
15mほど。貴飯峠からの眺めは見つけられなかっ
たが、菊川盆地の中心部にある多武の峰（とうの
みね）公園から俯瞰できた 忘 大地れられた の を物語 求めて

　

時
は
、
長
府
毛
利
藩
の
時
代
。
藩
内
で
も
最
も
高
い
山
奥
の

谷
間
に
、「
杢む
く
ろ
う
じ

路
子
」
と
い
う
小
さ
な
里
が
あ
っ
た
。「
山
と
山

と
に
物
干
し
ざ
お
を
た
な
げ
て
物
を
干
す
げ
な
」
と
世
間
で
言

わ
れ
た
ほ
ど
の
、
山
奥
の
里
。

　

そ
ん
な
杢
路
子
の
村
庄
屋
が
、
正
月
挨
拶
の
た
め
息
子
を
連

れ
、
長
府
の
町
に
向
け
て
出
か
け
た
と
き
の
こ
と
。
深
く
険
し

い
山
道
を
抜
け
、
高
い
峠
（
貴き

飯ば

峠と
う
げ）

を
越
え
た
と
こ
ろ
で
、

視
界
が
さ
あ
っ
と
開
け
た
。
眼
下
に
広
が
る
盆
地
の
風
景
を
は

じ
め
て
見
た
庄
屋
の
息
子
は
、
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
。

「
父
上
、
日
本
ち
ゅ
う
て
も
広
い
も
ん
で
す
の
う
。
こ
ね
え
な

広
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
い
の
う
」

「
ば
か
た
れ
え
。
も
の
を
知
ら
ん
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。
日
本
ち
ゅ

う
の
は
の
う
、
こ
の
十
倍
く
ら
い
も
あ
る
。
よ
う
覚
え
ち
ょ
け

よ
」

　

そ
う
答
え
る
父
に
、
息
子
は
精
一
杯
の
知
恵
を
働
か
せ
、
こ

う
答
え
た
。

「
そ
ん
な
ら
父
上
、
こ
こ
は
、
小こ

日に
っ

本ぽ
ん

で
が
ん
す
な
あ
」

　

い
つ
し
か
こ
の
話
が
広
く
伝
わ
り
、
息
子
が
感
動
し
た
広
い

菊
川
盆
地
の
こ
と
を
人
々
は
「
小
日
本
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。（
＊
）

民
話
の
道
を
た
ど
れ
ば

　

こ
の
民
話
は
「
杢
路
子
噺
」
と
も
「
小
日
本
」
と
も
呼
ば
れ
、

山
口
県
下
関
市
菊
川
町
を
中
心
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
現
在

も
菊
川
町
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
は
「
小
日
本
ふ
る
さ
と
市
」

と
名
付
け
ら
れ
、
小
さ
な
橋
に
も
「
小
日
本
橋
」
と
付
く
な
ど
、

「
小
日
本
」
は
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
愛
称
だ
。

　

庄
屋
親
子
が
通
っ
た
と
さ
れ
る
峠
を
探
し
た
。
狭
い
山
里
に

暮
ら
す
少
年
が
は
じ
め
て
見
た
、
開
け
た
土
地
に
対
す
る
感
動

を
追
体
験
す
る
た
め
だ
。
地
名
は
す
べ
て
、
物
語
の
ま
ま
現
存

す
る
。
ま
ず
は
、
菊
川
盆
地
の
北
側
に
あ
る
庄
屋
親
子
の
里
、

杢
路
子
（
下
関
市
豊
田
町
）
へ
向
か
っ
た
。

　

杢
路
子
は
、
標
高
六
一
六
m
の
狗く

留る

孫そ
ん

山ざ
ん

の
麓
に
位
置
す
る
。

美
し
い
棚
田
が
あ
る
と
聞
く
杢
路
子
奥
野
地
区
に
立
ち
寄
っ
た
。

沢
沿
い
の
ぽ
っ
か
り
と
開
け
た
場
所
が
う
ま
く
生
か
さ
れ
て
あ

る
。
朱
い
石
州
瓦
の
民
家
が
数
軒
、
石
積
み
の
棚
田
と
と
も
に

ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
た
。
す
で
に
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
田
ん

ぼ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
石
垣
は
崩
れ
て
お
ら
ず
、
田
ん

ぼ
に
出
て
働
く
人
の
姿
も
見
え
る
。

　

こ
こ
は
、
五
世
帯
で
四
ha
を
耕
し
て
い
る
と
い
う
。

二
〇
一
三
年
に
は
「
第
二
回
下
関
市
景
観
賞
」
を
「
奥
野
の
棚

田
」
管
理
組
合
が
受
賞
し
、
平
成
の
世
に
お
い
て
も
、
杢
路
子

の
風
景
の
一
片
を
守
り
、
見
せ
て
く
れ
る
場
所
で
あ
る
。

　

杢
路
子
地
区
か
ら
「
小
日
本
」
の
菊
川
盆
地
は
、
直
線
距
離

に
す
れ
ば
数
㎞
ほ
ど
の
場
所
だ
が
、
菊
川
盆
地
を
目
指
す
に
は
、

貴
飯
峠
を
抜
け
山
越
え
が
必
要
だ
。
車
一
台
が
よ
う
や
く
通
れ

る
狭
い
山
道
は
容
赦
な
く
く
ね
り
続
け
る
。

　

貴
飯
峠
の
尾
根
は
、
山
陰
と
山
陽
の
分
水
嶺
で
あ
る
。
西
へ

流
れ
る
水
は
数
㎞
ほ
ど
で
日
本
海
へ
、
東
に
流
れ
る
水
は
瀬
戸

内
海
へ
向
か
う
。
ま
さ
に
、
急
峻
で
、
馬
の
背
の
よ
う
な
日
本

の
地
形
そ
の
も
の
が
こ
こ
に

あ
る
。

　

峠
道
に
は
、
ど
こ
に
も
視

界
の
開
け
た
場
所
は
な
く
、

気
が
つ
く
と
山
道
を
下
り

き
っ
て
い
た
。
も
う
一
度
、

通
っ
て
み
た
も
の
の
、
庄
屋

親
子
が
一
服
し
な
が
ら
眺
望

を
味
わ
っ
た
よ
う
な
場
所
は

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

民話が生んだ
愛称「小

こ

日
に っ

本
ぽ ん

」（菊川盆地）
（山口県下関市菊川町） ライター　石井　里津子

下関市菊川町「小日本」（菊川盆地）

杢路子「奥野の棚田」。ここは旧豊田町が田園空間
ミュージアムの一つとして取り上げてきたところ
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現
在
、
庄
屋
の
息
子
が
「
小
日
本
」
と
言
い
得
た
菊
川
盆
地

は
、
小
日
本
平
野
と
も
呼
ば
れ
、
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
山
口
県
下
で
も
最
も
早
い
時
期
に
耕
地
整
理
が
施
さ
れ

て
き
た
。
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
排
水
と
田
区
改
正

を
行
っ
た
地
区
も
あ
る
と
い
う
が
、
公
式
資
料
に
は
明
治

三
十
五
年
の
大
規
模
な
事
業
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

四
十
五
年
発
行
の
『
菊
川
町
史
』
に
残
る
古
老
の
話
で
は
、
明

治
の
頃
す
で
に
「
耕
地
整
理
に
あ
わ
せ
て
、
農
地
の
中
に
縦
横

に
農
道
を
設
け
た
」
こ
と
で
、「
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
使
え
る

素
地
を
作
っ
た
功
績
は
大
き
い
」
と
い
う
。
明
治
後
半
か
ら
農

道
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
「
小
日
本
」
の
姿
が
変
貌
し
て
い
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
つ
の
棚
田
物
語

　

一
方
、
菊
川
盆
地
で
耕
地
整
理
が
進
ん
だ
明
治
後
半
以
降
、

町
内
山
間
部
の
奥
地
で
精
巧
な
石
積

み
棚
田
が
新
た
に
誕
生
し
て
い
る
。

　

杢
路
子
の
一
つ
東
側
の
谷
、
歌う
た

野の

川が
わ

の
上
流
に
あ
る
歌
野
大
野
原
地
区

の
棚
田
だ
。
こ
こ
は
「
明
治
の
終
わ

り
か
大
正
初
期
に
か
け
て
四
国
か
ら

招
い
た
石
工
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ

た
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
歌
野
大
野
原
地
区
の
棚
田
」
は
、

教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
大

小
十
数
段
あ
り
、
と
く
に
下
四
段
の

田
ん
ぼ
は
大
き
く
、
一
番
大
き
い
最

下
段
は
一
一
五
m
×
二
〇
m
あ
り
、

石
垣
の
高
さ
は
優
に
三
m
を
越
す
と

い
う
。
石
積
み
技
術
は
高
い
。
と
く

に
、
石
垣
に
施
さ
れ
た
足
場
は
見
事
だ
。
高
く
垂
直
に
近
い
石

垣
の
法
面
ゆ
え
、
中
ほ
ど
に
長
い
石
を
組
み
込
み
突
き
出
さ
せ
、

石
垣
法
面
を
歩
け
る
よ
う
横
一
列
に
足
場
が
並
ぶ
。

　

さ
ら
に
、
石
積
み
の
暗
渠
も
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

少
し
で
も
広
い
良
田
を
造
ろ
う
と
築
か
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
。

　

高
い
技
術
を
誇
る
石
積
み
棚
田
だ
が
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
長

い
時
間
が
経
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
棚
田
の
中
を
は
じ
め
、

周
辺
に
は
シ
カ
の
糞
が
び
っ
し
り
落
ち
て
い
る
。

　

こ
こ
、
歌
野
川
上
流
地
区
は
、
歌
野
ダ
ム
建
設
（
一
九
八
〇

年
竣
工
）
に
合
わ
せ
人
々
が
離
村
し
た
と
こ
ろ
だ
。
現
在
、
地

区
に
唯
一
残
っ
て
い
た
か
や
ぶ
き
の
古
民
家
が
再
生
さ
れ
、
地

元
N
P
O
に
よ
っ
て
体
験
や
そ
ば
料
理
の
交
流
拠
点
と
し
て
保

存
活
用
さ
れ
て
い
る
（「
歌
野
清
流
庵
（
登
録
有
形
文
化
財
）」）。

　

石
積
み
棚
田
は
、
こ
の
古
民
家
か
ら
さ
ら
に
上
流
、
人
っ
子

一
人
い
な
い
山
の
奥
へ
ま
さ
に
水
源
を
た
ど
る
よ
う
に
山
道
を

登
っ
た
先
に
あ
る
。
こ
こ
を
知
る
者
は
地
元
で
も
多
く
は
い
な

い
。
だ
が
、
田
の
中
の
低
木
を
伐
採
し
た
跡
も
あ
り
、
農
道
の

草
も
刈
ら
れ
、
歩
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
見
事
な
石
積
み
が

今
な
お
圧
倒
的
な
存
在
感
を
誇
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
人

の
手
が
か
ろ
う
じ
て
ま
だ
入
っ
て
い
る
気
配
が
あ
っ
た
。

　

馬
の
背
の
よ
う
な
地
形
を
持
つ
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
半
径
数

㎞
ほ
ど
の
小
さ
な
エ
リ
ア
に
、
急
峻
な
山
地
と
平
坦
地
の
物
語

が
共
存
す
る
。
そ
ん
な
日
本
の
地
形
の
特
徴
が
生
ん
だ
民
話
、

「
小
日
本
」
を
通
し
、
日
本
人
が
脈
々
と
受
け
継
ぐ
豊
穣
な
る

土
地
へ
の
憧
憬
と
願
い
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

〈
注
〉

＊ 『
小
日
本
昔
ば
な
し
』（
平
成
五
年
菊
川
町
教
育
委
員
会
発
行
）
内
「
小
日
本
」、

『
菊
川
町
史
』（
昭
和
四
十
五
年
発
行
）
内
「
民
話　

杢
路
子
噺
」
等
を
も
と

に
作
成

地元の農産物直売所「小日本ふるさと市」。人々が地場産
の野菜などを求め賑わう。夕方、店に入るとほとんど売
り切れだった

堅牢な石積みが残る「歌野大野原の
棚田」。地主は 1戸のみとか。かつ
てボランティアで草刈りなどを行っ
た経緯もあるが、行政の協力がなく
続かないのだと聞いた。その少し下
流にある「歌野清流庵」は、NPO「歌
野の自然とふれあう会」が 築約140
年の古民家を山口大学とともに 3年
かけて修復し交流拠点として活用

菊川盆地。菊川平野、小日本平野ともいう。標高
15mほど。貴飯峠からの眺めは見つけられなかっ
たが、菊川盆地の中心部にある多武の峰（とうの
みね）公園から俯瞰できた
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